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1.は じ め に
わo欲5加ゲ や5c加01伽5と い っ た 、 名 詞 と名 詞 で構 成 され るN+N型 複 合 名 詞 の 意 味
は 、御o御妬 πc1伽翫ηg,∂∫而 ωθfc加γな どの動 詞 由来 複 合 名 詞 とは 異 な り、 構 成 要 素 間
の 関係 が 事 例 に よ り多 種 多 様 で あ る。 つ ま り、 後 者 に 関 して そ の 多 く は 、構 成 要 素 間
の 関係 が 項 関係 と して 解 釈 で き るた め 、全 体 の 意 味 が相 対 的 に予 測 しや す い 一 方 で 、
前 者 に 関 して は構 成 要 素 につ い て の 概 念 的 知 識 が な けれ ば そ れ らの 関 係 性 を想 定 す る
こ とは難 しい とい うこ とで あ る(cf.Downing1977、Taylor2002など)。例 え ば 、 肋欲
訪 θゲ(本 棚)で あ れ ば 、5加ゲ(棚)は 何 か を収 納 す る た め の家 具 で あ り、 そ れ に 収 納
され る対 象 の1つ と して わo欲(本)が 該 当 し得 る とい う概 念 的 知 識 が あ っ て初 め て そ
れ らの 関係 が 見 出 され 、 複 合 名 詞 全 体 の意 味 が 理 解 され る。
で は 、N+N型 複 合 名 詞 の構 成 要 素 間 の 関 係 は 、種 々雑 多(miscellaneous)で規則 性
が な く捉 えが た い もの だ ろ うか。も し、そ こに あ る種 の傾 向 が 見 出せ るの だ と した ら、
そ れ は どの よ うな もの な の だ ろ うか 。
本 稿 で は 、N+N型 英 語 複 合 名 詞 に つ い て 、 フ レー ム 意 味 論(cf.Fillmore1982,
FillmoreandAtkins1992,FillmoreandBaker2010など)的立 場 に 立脚 し分 析 を行 う。
具 体 的 に は 、N+N型 複 合 名 詞 の構 成 要 素 の結 び つ き の パ ター ン に どの よ うな傾 向 が 見
られ る か を観 察 し、 そ の 傾 向 が どの よ うな概 念 的 知 識 に よ っ て支 え られ て い るか につ
い て考 察 す る。
本 稿 の構 成 は以 下 の 通 りで あ る。ま ず 、2節 でN+N型 複 合 名 詞 に つ い て の先 行 研 究
とそ の 問題 点 につ い て 述 べ る。3節 で は 、本 研 究 の分 析 に 用 い る理 論 的 枠 組 み で あ る
フ レー ム 意 味 論 、 ま た フ レー ム 意 味 論 に基 づ い て 展 開 され て い る フ レー ムネ ッ ト ・プ
ロ ジ ェ ク トにつ い て概 観 す る。4節 で は ケ ー ス ス タ デ ィ と してN+わo欲 型 、N+ρ70弗5507
型 複 合 名 詞 につ い て の 分 析 を行 い 、最 後 に5節 で本 稿 の ま とめ と今 後 の展 望 を述 べ る。
2.先 行 研 究 と そ の 問 題 点
英 語 のN+N型 複 合 名 詞 に 関す る研 究 は多 岐 に 渡 る た め1、本 稿 の 中で 全 て を 紹 介 す
る こ とは で き な い。 よ っ て こ こ で は 、そ の 中 で も生 成 レキ シ コ ン(generativelexicon)
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の立 場 を採 用 した分 析 で あ る ∫ohnstonandBusa(1996)を取 り上 げ る。 こ の研 究 は、
要 素 還 元 主 義 的 ア プ ロー チ(reductionistapproach)で、複 合 名 詞 全 体 の 意 味 は構 成 的 、
つ ま り要 素 か ら予 測 可 能 で あ る と して い る。 特 にN+N型 複 合 名 詞 に つ い て 、 生 成 レ
キ シ コ ン にお け る クオ リア 構 造(Qualiastructure)の枠 組 み を 用 い て分 析 して い る。
ク オ リア 構 造 とは 、語 彙 項 目が持 つ 意 味 特 性 の 表 示 法 で あ り、Pustelovsky(1995)に





構 成 役 割(constitutiverole):ある 物 体 と そ の 構 成 部 分
形 式 役 割(formalrole):ある 広 い 領 域 内 で,他 の も の と 区 別 す る 性 質
目的 役 割(telicrole):その 目 的 と機 能
主 体 役 割(agentiverole):事物 の 産 出 に 関 わ る 要 因
(Pustejovsky1995:76)
例 えば、μc8とい う語彙 項 目につ いては、構成役 割 は 「飲み物 」、形 式役割 は 「液体 」、
目的役割 は 「人 間の喉 を潤す こと」、主体役割 は 「(果実な どの)何 らか のもの を絞 り
出す こと」の よ うにそれ ぞれ設 定す る ことが でき る。この よ うに、クオ リア構造 で は、
語彙項 目の辞書 的意 味のみ な らず、それ について言語使 用者 が有す る百科事典 的知識
も取 り入 れた上 で、語 彙項 目の意味表示 を行 うこ とを 目指 してい る。
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図:1θ脚 η卿cθ の 生 成 レキ シ コ ン 的 分 析(lohnstonandBusa1996:82)
こ の分 析 は 、N+N型 複 合 名 詞 の 前 項 名 詞 が 後 項 名 詞 の ク オ リア構 造 に お け る どの役 割
を修 飾 して い る か 、 とい う観 点 か らな され て い る。 図 に見 られ る1粥oη卿c8に つ い て
は 、 主 体 クオ リア 修 飾(agentivequaliamodification)タイ プ と呼 ば れ 、 前 項 名 詞 の
1翻oηが 、後 項 名 詞 卿cθの ク オ リア構 造 にお け る主 体 役 割 で あ る 「何 らか の もの を絞
り出す 行 為 」 を修 飾 して い る と分 析 され る。 つ ま り、Z卿oη を絞 る こ と に よ っ て で き
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るのが18御oη加cθだ とい うことで ある。 この分析 では、N+N型 複 合名詞 の構 成要素
間の関係 は種 々雑 多の よ うに見 えるが 、名詞 の クオ リア構 造 の どの役割 が修飾 されて
い るか とい う観 点 か ら構 成 的(compositional)に扱 うこ とが可能 で あ る と して い る
(lohnstonandBusa1999:87)。
しか しなが ら、 この種 の要 素還 元主義 的アプ ロー チには、主 に2つ の 問題 点が存在
す る。第一 に、構成要 素が他 の構成 要素 のクオ リア構造 の どの役割 を修飾 してい るか、
とい う抽 象的 な意 味 レベル での分析で あ るが ゆえに、N+N型複合名詞 の構成 要素間 の
結び つき に どの よ うな意味 的パ ター ンが具 体的 に見 られ るか を見出す こ とが難 しい と
い うことが挙 げ られ る。つ ま り、あ る語彙 項 目が複合語 の構成要 素 と して存在 す る と
きには、 このよ うな意味的パ ター ンが多 く見 られ る、 とい った傾 向 を捉 える ことが難
しくなって しま うとい うこ とであ る。例 えば、∂o欲とい う語彙項 目が後項 にあ る複 合
名詞 は、前項名詞 にそ の ∂o欲の内容 を意味す るよ うな語彙 項 目が現れや すい が、この
よ うな具 体的 な意 味的パ ター ンは、∫ohnstonandBusaのアプ ロー チで は捉 えに くい。
第二 に、構 成要素 間の 関係性 にあ る意 味的な関係 が認 め られ る として、それ が どの よ
うな要 因 によって動機 づ け られ てい るか とい う点 につ いて答 え られ ない とい う問題 が
ある。 フレー ム意 味論 的立場 に立っ な らば、あ るモ ノ とあ るモ ノに特定 の関係性 を見
出す とい うこ とは、各々 に共通 す るある特 定の背景知識 を想定 してい る と考 え る。複
合語 の構成 要素 間の関係 につ いて も同 じことが言 え、構 成要素 が特定の 関係 に よって
結び つけ られ る ことを説 明す るには、言語使 用者 が有 す る背景知識 が どのよ うな もの
で あ り、そ の背景知識 の 中で各 々の構成要 素が どのよ うな役割 として機能す るか を記
述すべ きで ある。
以 上の問題点 を解決 す るために、本研究 は フ レー ム意 味論 の立場 に立脚 し分析 を行
う。 フ レー ム意 味論 のアプ ローチにつ いては、3節 で詳 しく論 じる。
3.フ レ ー ム 意 味 論 と フ レ ー ム ネ ッ ト
3.1基 本 的 立 場
フ レ ー ム とい う概 念 を も と に 、 主 に 語 彙 の 意 味 分 析 を 行 っ て き た の が 、CharlesI.
Fillmoreが提 唱 し た フ レ ー ム 意 味 論(FrameSemantics)で あ る(Fillmore1982,
FillmoreandAtkins1992,FillmoreandBaker2010など)。 フ レー ム 意 味 論 の 基 本 的 な







つ ま り、 フ レー ム とは 「信 念 や 慣 習 、 イ メ ー ジ とい っ た 、 あ る コ ミ ュニ テ ィ に お い て
意 味 の あ る相 互 作 用 の 基 盤 を 与 え る概 念 構 造 や パ タ ー ンの ス キ ー マ 的 表 象 」 の こ と で
あ り、 あ る語 彙 の意 味 は こ の フ レー ム との 関 連 で 記 述 され な けれ ば な らな い 、 とい う
立 場 が採 られ て い る。
3.2フ レ ー ム ネ ッ ト
こ の フ レ ー ム 意 味 論 の 考 え 方 に 基 づ い て 展 開 して い る の が 、 フ レー ム ネ ッ ト
(FrameNet,以下FN)・ プ ロ ジ ェ ク ト2で あ る。FNプ ロ ジ ェ ク トとは 、1)フ レー ム
意 味論 の 枠 組 み に 則 っ て 、2)コ ー パ ス デ ー タ を参 照 しつ つ 、 英 語 の 語 彙 記 述 を行 い 、
3)そ の結 果 と情 報 を 電 子 語 彙 体 系 と して 構 築 ・資源 化 して い く も の で あ る(藤 井 ・小
原2003:374)3。以 下 の 引 用 は 、FNプ ロジ ェ ク トの ホ ー ム ペ ー ジ に 記 載 され て い る紹





つ ま り、FNプ ロ ジ ェ ク トで は 、 実 際 の 言 語 使 用 を観 察 し、 そ れ ぞれ の 語 彙 が どの よ
うに使 用 され て い るか につ い て 注 釈 を付 与 す る こ とで 、 そ れ らの語 彙 に 関す る記 述 が
行 われ る。 で は 、具 体 的 に どの よ うな記 述 が 行 わ れ る の だ ろ うか。 上 述 のFNプ ロ ジ
ェ ク トの ホ ー ムペ ー ジ に あ る 「フ レー ムネ ッ トにつ い て 」 とい う項 目の 記 述 を 元 に説
明す る。
3.1節で も述 べ た よ うに 、 フ レー ム 意 味 論 的 立 場 に 立 脚 す る な らば 、語 彙 の意 味 は
フ レー ム と の 関連 で記 述 され な けれ ば な らな い 。例 え ば 、料 理(cooking)とい うイ ベ
ン トに は 、 料 理 を す る人(Cook)、料 理 して で き る食 べ 物(Food)、食 べ 物 を入 れ る容
器(Container)、熱 源(Heating_instrument)、とい っ た 要 素 が 典 型 的 に 関 わ る。FN
プ ロ ジ ェ ク トで は 、 これ らの要 素 を フ レー ム 要 素(Frameelements;FEs)と呼 ぶ 。 ま
た 、フ レー ム を 喚 起 す る よ うな 語 彙 項 目(例 え ば 、火 を使 うフ レー ム で あ れ ば 、加,勧 セ,
わof1,わ70∫1など)の こ とを 、 語 彙 ユ ニ ッ ト(Lexical_Units;LEs)と呼 ぶ 。 つ ま り、FN
プ ロ ジ ェ ク トが行 うこ とは 、「フ レー ム を定 義 づ け る こ と と、フ レー ム を喚 起 す る語 の
周 辺 に フ レ ー ム 要 素 が 統 語 的 に ど の よ う に 並 ん で い る か に つ い て の 注 釈 を 行 う
("ThelobofFrameNetistodefinetheframesandtoannotatesentencestoshowhow
theFEsfitsyntacticallyaroundthewordthatevokestheframe")」こ と で あ る と言 え
る。 注釈 の 例 と して は 、 以 下 の よ うな もの が 挙 げ られ る。
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(2)_[c。 。ktheboys]_GRILL[F。 。dtheircatches][Heating-in、t,um。ntonanopenfire].
こ の例 は 、 「火 を使 う(Apply_heat)」の フ レー ム にお い て 、g7∫〃 とい う動 詞 が そ の フ
レー ム を 喚 起 す る語 彙 ユ ニ ッ トで あ る こ とを 大 文 字 で表 記 す る こ とに よ っ て表 して い
る('Target'とい うタ グ が 付 け られ る こ とも あ る)。ま た 、名 詞 句'加 わoy5は火 を使 用
し料 理 を行 う 「料 理 を行 う人(Cook)」、 名 詞 句f加cθf訥 θ5は 料 理 され る 「食 べ 物
(Food)」、前 置 詞 句oη 朋oρ8ηガ7θは 「熱 源(Heating_instrument)」とい うタ グ が 付 与
され て い る。 こ の よ うにFNフ ロ゜ジ ェ ク トで は 、 あ る フ レー ム の 定 義 づ け 、 ま た そ の
フ レー ム を喚 起 す る語 彙 ユ ニ ッ トを 中心 に他 の フ レー ム 要 素 が実 際 の 言 語 使 用 に ど の
よ うに 現 れ て い るか が記 述 され る。 ま た 、FNの 意 義 と して 「語 彙 項 目が 想 起 す る背
景 的知 識 の 構 造 を 、語 彙 の意 味 分 析 の 中 で ど う扱 い ど う記 述 して い くか に 関す る具 体
的 な方 法 が 提 案 され 、 具 体 的 な フ レー ム及 び フ レー ム 要 素 の 認 定 ・そ れ らの言 語 形 式
に よ る具 現 化 の され 方 ・そ れ らの 相 互 の 関係 づ け な どを 、 具 体 的 に 吟 味 して い く こ と
が で き る よ うに な っ た こ と」 が 挙 げ られ る(藤 井 ・小 原2003:376)。
2012年12.月現 在 、FNに お い て記 述 され て い る フ レー ム の 総 数 は1161、フ レー ム
にお け る フ レー ム 要 素 の 数 は9959、語 彙 ユ ニ ッ トの 数 は12609に 上 る。 ま た 、 こ の
FNプ ロ ジ ェ ク トは英 語 以 外 の 言 語 で も行 わ れ て お り、 中 国 、 ブ ラ ジ ル 、 ドイ ツ 、 ス
ペ イ ン 、 日本4、 ス ウ ェー デ ンな どの 国 が 参 加 して い る。
3.3フ レ ー ム 要 素
3.2節で 述 べ た が 、FNで は 、 フ レー ム とそ の フ レ ー ム を 構 成 す る フ レー ム 要 素
(frameelements,FEs)につ い て記 述 され る。 フ レー ム 要 素 に は 、 そ の フ レー ム に とっ
て 特 に重 要 な も の と、 そ の重 要 度 が 比 較 的 に 低 い もの とが あ り、 前者 を 中核 的 フ レー
ム要 素(coreFEs)、後 者 を周 辺 的 フ レー ム要 素(peripheralFEs)5と呼 ぶ(Fillmore
andBaker2010:325)。例 え ば 、読 書(READING)フ レー ム はFNに お い て以 下 の よ う
に記 述 され て い る。(3)が読 書 フ レー ム の 定 義 、表1は 読 書 フ レー ム の フ レー ム 要 素
























FNの こ の記 述 か ら分 か る の は 、読 書 フ レー ム は 、 「読 者 が 情 報 を 処 理 す る た め に テ ク
ス トに 注 意 を 向 け 、 時 に あ る種 の 現 象 は テ ク ス ト内 で探 され る」 と定 義 され て い る こ
と、 ま た 、 そ の フ レー ム に お い て 特 に 重 要 な要 素 は 読 者(Reader)とテ ク ス ト(Text)
で あ る こ と 、 ま た 周 辺 的 な 要 素 と して 環 境(Circumstance)、文 脈(Context)、程 度
(Degree)、様 態(Manner)、方 法(Means)、現 象(Phenomenon)、場 所(Place)、目的
(Purpose)、時 間(Time)とい っ た 要 素 が あ る とい う こ とで あ る。前 述 の よ うに 、 こ の
フ レー ム 要 素 の リス トは コー パ ス デ ー タ を 基 に 作 成 され て お り、基 本 的 に 中核 的 フ レ












(4)の例 を 見 て も分 か る よ うに 、 中核 的 フ レー ム で あ る読 者 とテ ク ス トは 、 それ ぞ れ
主 語 、 目的 語 と して 現 れ て い る。
ま た 、 周 辺 的 フ レー ム 要 素 につ い て も 、FNに お け る コ ー パ ス デ ー タか ら、 どの よ
うな具 体 例 が あ る か が 分 か る。 周 辺 的 フ レー ム 要 素 は 、 中核 的 フ レー ム要 素 とは 異 な
り、必 須 項 と して で は な く、前 置 詞 句 、 副詞 句 、 従 属 節 と して現 れ る こ とが 多 い 。 以






これ らの例が示す よ うに、 フ レーム を構成 す るフ レーム要素 には、 中核的 な もの と周
辺 的な ものが存在す る。
これ らのFNの 記述 を利 用す るこ とに よ り、4節 の分析 にお け るフ レー ム及 び フ レ
ー ム要 素の設定 を恣意的 に行 うこ とを回避 す るこ とがで きる。 また、 あるフ レー ム要
素 が中核 的か周辺 的で あるかの ラベルづ けは、具体 的な コーパ スデー タに基 づいてい
るため、妥 当性 のあ るものであ る と考 え られ る。 このFNに お け るフ レー ム とフ レー
ム要 素の記述 を基盤 と し、4節 以 降では、N+N型 複合名詞 の構成 要素間 の関係 の意味
パ ター ンについ て分析 を行 う。
4.事 例 分 析
N+N型複合名詞 の構成要 素間の 関係性 は、1節 で も述 べた よ うに言語使用者 の概 念
的知識 に基づ いて理解 され る。例 えば、∂o欲5加ゲ(本棚)と い うN+N型 複合名詞 は、
訪θゲは何 らかの もの を収納 す るた めの家具で あ り、わo欲はそれ に収 納 され る対 象 にな
り得 る とい う言語使 用者 の知識 が あるため、その構成 要素間 の関係性 が適切 に解 釈 さ
れ る と考 え られ る。
では、実際 にN+N型 複合名詞 の構成要 素間の 関係 は、 どのよ うな背景知識 に よっ
て 理 解 可 能 な の で あ ろ うか 。4節 で は 、 こ の 点 につ い てN功ook型 複 合 名 詞 と
N+ρ7q角5507型複 合名詞 を例 に、 フ レー ム意 味論 の観 点、特 にFNの 記述 を基盤 に分析
を行 う。 具体 的には、複合名詞 の主要部 であ る後項名詞 が喚起す る特定 のフ レー ムを
設定 し、前項 と後項 が特定 のフ レー ム内の どの フ レーム要素 として機 能 してい るか に
つ いて見てい く。
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4.IN+bo欲型 複 合 名 詞
N緬o欲 型 複 合 名 詞 に は 、
(6)
以 下の よ うな事例が観察 され る。
ω0γ伽0た,CO48∂00ん 、川1θわ00ん、吻1伽Ok、 助0η θ∂00い θ1ψ0紡00た 、ρ∫伽7θ わ00た,
Cθ5θ∂00ん、〃 β5θ∂00た、5ρθ1伽9わ00k、50π9わ00k、COO肋00た,伽 卿 わ00k、んy吻 伽0た,
伽 肋 η わ00た,yθ励00ん 、C1α55わ00k、π励 θ5曲0欲 、 ノ85酌00ん、1ψ00k、5'07ψ00た,
7吻78ηCθ ∂00た、50μ κ θ わ00ん、9痂 θ ∂00た,5伽01わ00ん 、 加 磁 わ00k、5f幽 θ ∂00た,
β550吻ffO励00た,C卿 わ00k、ρOCた酌00ん 、f8勲00た 、40C'0γわ00k
∂o欲とい う名 詞 が 喚 起 す る フ レー ム は複 数 考 え られ るが 、 こ こで は3.3節 で 取 り上 げ
























ま ず 、 こ の フ レー ム の 中核 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「読 者(Reader)」と 「テ ク ス ト
(Text)」に つ い て考 え る。(4)で具 体 的 に どの よ うな 言 語 要 素 が フ レー ム 要 素 の 「読者 」、







「読 者 」 につ い て は 、H8,Aηyo解,Wf1伽御,1と い っ た 人 称 代 名 詞 や 具 体 的 な人 名 とい
っ た言 語 要 素 が あ るテ ク ス トを 読 む 主 体 と して 現 れ て い る。ま た 、「テ ク ス ト」に つ い
て は 、朋 耐 ∫C1θ,M∫55PO5"5∂0欲,功0欲,β5fo7yとい った 読 書 の 対 象 と して 現 れ て い る。
つ ま り、「テ クス ト」と一 言 で 言 っ て も、物 体 と して の 書 籍(M∫55POsf㊨00κ訪00た)や、
テ ク ス トが 記 載 され て い る もの(朋 耐 昭 の、 テ ク ス トの 内容@5如 γy)など多 種 多 様
で あ り、 大 ま か に読 書 の 対 象 とな る物 体 や そ の 内容 が 「テ ク ス ト」 とい うフ レー ム要
素 で現 れ る こ とが分 か る。
で は 、 これ らの 中核 的 フ レー ム 要 素 がN+∂o欲 型 複 合 名 詞 で は 、 どの よ うに 現 れ る
か を 見 て み よ う。(7)は、(6)で挙 げ たN晒ook型 複 合 名 詞 の 事 例 か ら、 構 成 要 素 、 特
に前 項 に 中核 的 フ レー ム要 素 が 現 れ る もの を 選 出 した もの で あ る6。
(7)τooγ4と ・oolc/co48と・ooん17τ♂1θZフooん15'y18わoo1ヒ11フ1陸oη(3と・ olcノ'θ1θ1フ1τoηθと・oolc11フ∫c'πγθ わooた1
C6Z5θと・00ん11フ1Z7β5θと・001C151ワ(3"fπgZフ001ヒ150πgわ001ヒ1COO1ヒわ00 C/6Z786〃η わ001ヒ11陸y吻アZわ001Cノ
弄Zsl陸∫0η わ00たノ〔1ノ(%Z7Zフ00ん1C1β55わ001ヒ16Z447θ55わ00たノノ(35fZフ001ヒ116Zyわ00たノ5fOγyと・00ん
前 述 した 中核 的 フ レー ム要 素 の1つ で あ る 「読 者 」 に該 当す る構 成 要 素 を持 つ 事 例 は
見 つ か らな か っ た が 、 も う1つ の 中核 的 フ レー ム要 素 の1つ で あ る 「テ ク ス ト」 に該
当す る名 詞 を前 項 と して 有 す る事 例 が 多 く見 られ た。例 え ば 、ω07助0欲(単語 帳)は 、
そ の書 籍 の 内容 とな る ω0而 が 前 項 とな っ て い る。 ま た 、7π励0欲(ル ー ル ブ ッ ク)に
つ い て も、 同様 に そ の書 籍 の 内容 とな る7πZεが 前 項 とな って い る。 この こ とか ら、多
くのN舶o欲 型 複 合 名 詞 の前 項 は 、 読 書 フ レー ム に お け る 中核 的 フ レー ム要 素 の テ ク
ス ト、特 に書 籍 の 内容 を表 す 要 素 と して機 能 して い る こ とが 分 か る。
で は 、 周 辺 的 フ レー ム要 素 に つ い て は ど うだ ろ うか。 前 述 の 、 書 籍 の 内容 を 表 す タ




5C加01肋欲 【場 所 】
これ らは 、読 書 フ レー ム にお け る周 辺 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「目的(Purpose)」と 「場
所(Place)」に該 当す る。 例 え ば 、7吻7例c酌ooκ50μ7cθ∂ooκgπ∫4曲ookなどのN+N型
複 合 名 詞 は 、 そ の書 籍 が 使 用 され る 目的 が 前 項 と して表 され て い る。 γ吻 γ例cθわo欲な
らば 、 参 照 す る こ と(γ吻 γ8ηcのとい う、 そ の書 籍 が 使 用 され る 目的 語 が前 項 に あ る。
同様 に 、g磁 帥o欲 につ い て も、(あ る特 定 の名 所 な どに)ガ イ ドす る こ と(g磁 の と
い う、書 籍 の使 用 目的 が 前 項 とな っ て い る。 ま た 、周 辺 的 フ レー ム 要 素 の1つ で あ る
「場 所 」 につ い て も、N+N型 複 合 名 詞 の フ レー ム要 素 と して現 れ る。5c加01∂o欲(教
科 書)に お け る5c加01は、 そ の 書 籍 が 典 型 的 に 使 用 され る場 所 を意 味 す る。
しか し、 中核 的 フ レー ム要 素 と異 な る 点 は 、 周 辺 的 フ レー ム要 素 が 前 項 と して 現 れ
る事 例 が 、 比 較 的 少 な い とい うこ とで あ る。 こ の 点 につ い て は 、4.3節で 詳 し く言 及
す る。
4.2N+ργo舜550γ型 複 合 名 詞
N+ρ7ψ550γ型 複 合 名 詞 に は、 以 下 の よ うな事 例 が観 察 され る。
(9)Z4η ∫ηθγ5f'yργψ5507/Z6Zτ0ρ7(リセ5507,6Z55∫5'6Zπfρ76ゾセ5507/CO〃8gθρ7qプセ550γ,海fsfo73ノ
ρ7ψ5507,5c∫8ηcθργψ5507,ρ5yc加logyρ γ(ザ乙550γ,Hπ7四γ4ρ7ψ550γ,48御7筋 θηf




ρπ舜550γとい う名 詞 が 喚 起 す る フ レー ム は 複 数 考 え られ る が 、 こ こ で は 教 育 ・教 授
(Education_teaching)フレー ム に注 目す る。 以 下 に、FNに お け る教 育 ・教 授 フ レー
ム の 定義 とそ の フ レー ム要 素 の リス トの一 部 を 引用 す る。(10)は教 育 ・教 授 フ レー ム






























教 育 ・教 授 フ レー ム の 中 核 的 フ レー ム 要 素 と して は 、 コ ー ス(Course)、組 織
(Institution)、学 生(Student)、テ ー マ ・教 科(Sublect)、教 師(Teacher)などが あ る7。
ま た 、 周 辺 的 フ レー ム 要 素 と して は 、 〈教 育 の 〉 レベ ル(kvel)、〈教 育 が な され る〉
場 所(Place)、〈教 育 が な され る〉 目的(Purpose)、〈そ の 教 育 が行 わ れ る〉時 間(Time)
な どが あ る8。
このFNの 教 育 ・教 授 フ レー ム の 記 述 に 基 づ き 、4.1節 同 様 、 ど の よ うな 要 素 が
N+ρ7q佃50γ型 複 合 名 詞 の 前 項 に 現 れ る か を 見 て い く 。(11)は 、(9)で 挙 げ た
N+ρπ舜550γ型 複 合 名 詞 の 事 例 か ら、構 成 要 素 、特 に前 項 に 中核 的 フ レー ム要 素 が 現 れ
る も の を 選 出 した もの で あ る9。
(11)Hα7四 γ4ρ γψ5507,Co1μ 紬 彪 ργψ550γ,γ α1θρ7(ザ珍550γ,1αω ργψ550γ,廊foγy





これ らの 事 例 は 、前 述 した 中核 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「テ ー マ ・教 科 」、 「組 織 」 に該
当す る前 項 を有 す る事 例 で あ り、N+ρπ舜550γ型 複 合 名 詞 の 中 で も 多 くが そ れ に 該 当す
る。例 え ば 、1卿 ρπ舜550γ(法学 の 教 授)に つ い て は 、教 授 の 専 門 とす る、 も し くは 教
え る テ ー マ(教 科)で あ る1θω が 前 項 とな っ て い る。 ま た 、伽 γη碗 ρm弗550γ(ハー バ
ー ド大 学 の 教 授)は 、教 授 が所 属 す る組 織 で あ る 伽 朋 而 伽 醜 γ5吻♪が 前 項 とな っ て
い る。 こ の こ とか ら、多 くのN+ρ7ψ5507型複 合 名 詞 の 前 項 は 、教 育 ・教 授 フ レー ム に
お け る 中核 的 フ レー ム 要 素 の 「テ ー マ ・科 目」、 「組 織 」 と して機 能 して い る こ とが 分
か る。
で は 、 周 辺 的 フ レー ム要 素 に つ い て は ど うだ ろ うか。 教 育 ・教 授 フ レー ム に お け る
周 辺 的 フ レー ム要 素 を前 項 に有 す るN+ργo弗550γ型 複 合 名 詞 につ い て 、以 下 の事 例 が 観
察 され た。
(12)z4ηfηθγ5ffyρ7℃プセ5507,co〃89θργoプセ550γ
こ れ ら の 事 例 の 前 項 は 、 周 辺 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「レ ベ ル 」 に 該 当 す る 。 「レベ ル 」
と は 、 学 生 の 学 業 段 階 を 表 す フ レ ー ム 要 素 の こ と で 、"W履M硲 加 〃 朋4Clo欲
coηc1而84ωβ5伽'飾 θco吻御槻 塑co〃 θgθ5TUDENT57θ5ρo而θ磁o飾 θ5π吻c85伽 伽7θ(ザ
飾θ4∫5coμ75θoη1y,ω例 θ 伽Coγ ηθ〃5f磁 θη'5γθ5ρo而θ4foff558脚 η'∫c朋4109加1
5f川cf雄8."にお け る"co御御醐 吻co〃8gθノ1や、"Hθ7勿 加 γ,α迦 脚7ysc加01T且ACHER,
ωθ5π1504∫5叩ρo甜84ω ∫'肋87訪0∫Cθ,"にお け る"ρ7吻π7ysC加01"など が そ れ に 当 た る。
よ っ て 、(12)で 挙 げ られ て い る 瑚 ∫ηθγ5吻 ργo舜550γとco〃θg8ρ70弗550γは 、 瑚 ∫ηθ75∫'y
やco〃θgθと い う学 業 段 階 に あ る 学 生 を 教 育 す る 教 授 と解 釈 で き 、そ れ ぞ れ の 前 項 は 周
辺 的 フ レ ー ム 要 素 で あ る 「レベ ル 」 と し て 機 能 し て い る こ と が 分 か る 。 し か し 、 中 核
的 フ レ ー ム 要 素 と 異 な る 点 は 、4.1節 の 分 析 同 様 、 周 辺 的 フ レ ー ム 要 素 が 前 項 と し て
現 れ る 事 例 が 、 比 較 的 少 な い と い う こ と で あ る 。 こ の 点 に つ い て は 、4.3節 で 詳 し く
言 及 す る。
4.3考 察
4.1節と4.2節で は 、事 例 研 究 と してN緬ook型 複 合 名 詞 とN+ργψ550γ型 複 合 名 詞 に
つ い て 取 り上 げ 、 そ れ らの構 成 要 素 が あ るフ レー ム 内 で どの よ うな フ レー ム 要 素 と し
て 機 能 し得 る か に つ い て 分 析 した 。 そ れ らを ま とめ た もの が 、以 下 の 表3と 表4で あ
る。
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表3:N舶o欲 型複 合 名 詞 の前 項 と読 書 フ レー ム の 関係
こ の分 布 を見 た とき に 分 か る こ とは 、N+Nの 後 項 を語 彙 的 に指 定 した 場 合 、そ の名 詞
が 喚起 す る フ レー ム の 中核 的 フ レー ム要 素 が 前 項 に現 れ や す い 傾 向 が あ る とい うこ と
で あ る。 例 え ば 、N緬o欲 型 複 合 名 詞 で あ れ ば 、名 詞 わo欲が 喚 起 し得 る読 書 フ レー ム
にお け る 中核 的 フ レー ム要 素 で あ る 「テ ク ス ト」 と して機 能 す る名 詞 が 前 項 に 現 れ や
す い傾 向 が あ る。逆 に 、読 書 フ レー ム の周 辺 的 フ レー ム 要 素 で あ る よ うな 、「目的 」や
「場 所 」 を 意 味 す る名 詞 が 前 項 に 現 れ る パ タ ー ン は 比 較 的 少 な い 。 同様 の こ と が
N+ρ7q々550γ型 複 合 名 詞 に つ い て も言 え る。名 詞 ργo舜5507が喚 起 す る フ レー ム で あ る教
育 ・教 授 フ レー ム の 中核 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「テ ー マ ・教 科 」 や 「組 織 」 を 意 味 す
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る名詞 は前項 に現れ やすい が、周辺 的 フレー ム要 素が前項 に現 れ るパ ター ンは少 な く、
「レベル 」 に該 当す るものが数例 のみ であった。
これ らの こ とか ら、N+N型複 合名詞 の構成 要素 のパ ター ンにつ いて、後項 が喚起す
る特 定の フ レー ムにお けるフ レーム要素 が中核的 であ るか周辺 的であ るか とい うこ と
と、その複合名詞 の前項 に ど うい った意味 タイ プの名 詞 が現れ やすい か とい うこ とは、
少 なか らず 関連 があ るこ とが予 測で きる。 しか し、本論 で示 したデー タか らも分か る
よ うに、 これ はあ くまで傾 向であ り、 中核 的 フ レー ム要素 しか前項 に現れ ない、 も し
くは周辺 的 フ レー ム要素 は前項 に現れ ない、 とい った強い制約や規則 を主 張す るもの
で はない。
5.お わ り に
本稿 では、N+N型複 合名詞 の構 成要素 間の関係 のパ ター ンにつ いて、どの よ うな背
景 的知識 、 つま りフ レー ム に動 機 づ け られ てい るか を考察 した。 事例研 究 と して、
N舶ook型複合名 詞 とN+ργo舜550γ型複合名詞 を取 り上 げ、後項 に よって どの よ うな フ
レー ムが喚起 され 、前項 に どの よ うな フレー ム要 素が現れやす いか につ いて分析 した。
結果 として、特定 の フ レー ムの 中核的 フ レーム要素 が前項 に現れや すい傾 向があ るこ
とを指摘 した。 この よ うに、構成 要素 間の関係 性 が非 明示的 なN+N型 複合名詞 をフ
レー ム意 味論 、特 にFNの 記 述 に基づ いて分析す る ことによ り、N+N型複合名詞 の意
味理解 に概 念 的基盤 が ある ことを示唆す るこ とが できた。
我 々は、 あるモ ノとモ ノ との関係 につ いて、豊 かで体系的 な概念 的知識 を持 ってい
る。その概念 的な基盤 の存在 無 しに、複 合名詞 の意味解釈 を語 るこ とは難 しい。特 に、
N+N型複 合名詞 の よ うな、各 々の構 成要素 の関係性 が言語的 に非 明示的 な言語 事実 は、
そ の好例 で ある とい える。2節 で挙 げた よ うな クオ リア構 造 の観 点か らの分析 は、言
語使用者 の百科事典 的知識 が複合名 詞 の意 味分析 に必 要で ある ことを考慮 してい る点
で は優れ てい るが、その概念 的知識構造 の体系的 な提示 が な され てい ない点 で、課題
が残 され てい る。 その点FNプ ロジ ェク トは、大量 の コーパ スデ ー タを基 に、言語使
用者 の概 念的知識構 造の体系 的な記述 を行 ってい るため、複合名詞 の意味分析 に とっ
て 、非 常 に有益 な基盤 とな り得 る。
今後 の課 題 としては、1)複合名 詞の構成 要素間 の関係 の基盤 とな るフ レー ムが どの
よ うに喚起 され るかについ ての詳 細 な分析 、2)中核 的フ レー ム要 素で も前項 に現れ な
い ものが あるこ とについて の説 明(例 えばN緬ook型 複 合名詞 の前項 には、読 書 フ レ
ー ムの 中核 的フ レー ム要 素で ある 「読者」 はなぜ現れ ない のか)、3)メタファー的 な
構成要 素(例 えば、わ0κk∫'8、g肋5"0ωηにお ける わ0κとg海05'などは、後項名詞 につい
て のメタ ファー 的特徴 で あるため、 フ レーム内の フ レーム要素 として扱 うことが困難
で ある)を フ レー ム内 に ど う位 置づ けるか、な どが挙 げ られ る。
*本稿 の執筆 に 当た って、野 田大志 氏(東 北 学院大学)、野 中大輔氏(慶 応義塾 大学大
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学院)、阪 口慧氏(東 京 大学大学 院)と のデ ィスカ ッシ ョンが非 常 に参考 にな った。ま
た 、本稿 の スタイル につい ては、久保圭氏(京 都大学 大学院)か ら有益 な助言 をい た
だ いた。 記 して感謝 申 し上 げたい。 もちろん、本稿 にお ける不備 につい ては全 て筆者
の責任 で ある。
注
1.Benczes(2006:Ch.2)に、こ れ ま で のN+N型 英 語 複 合 名 詞 の 研 究 を ま と め た も の
が あ り、 非 常 に 参 考 に な る 。
2.https://framenet.icsi.berkeley.edu/fndrupal/
3.FNに つ い て は 、Fillmoreθ飽1.(2003)、FillmoreandBaker(2010)、藤 井 ・小 原
(2003)、内 田(2012)な ど を 参 照 。
4.日 本 語 フ レー ム ネ ッ ト(http:〃lfn.st.hc.keio.ac.jp/ja/index.html)につ い て の 詳 細
は 、 小 原 θ'θ1.(2005a,2005b)など を 参 照 。
5.FNの ウ ェ ブ 上 で はnon-COREと 表 示 さ れ て い る。
6.後 項 の わo欲 は 、 読 書 フ レ ー ム の 中 核 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「テ ク ス ト」 に 該 当
す る と 考 え られ る。 こ の こ と か ら 、(7)の 事 例 の 構 成 要 素 は 、 フ レー ム 要 素 の 観
点 か ら 述 べ る と 、 テ ク ス ト と テ ク ス トで 構 成 さ れ て い る 。 し か し、 前 項 の テ ク ス
トは 、後 項 の テ ク ス トの 内 容 に 該 当 す る こ と か ら 、 前 項 と後 項 に は 部 分 一 全 体 関
係 が 見 ら れ る と い え る 。
7.表2の リス トに 掲 載 して い な い 中 核 的 フ レ ー ム 要 素 と して 、 〈教 師 か ら 学 生 に 指
導 され る 〉 事 実(Fact)、教 材(Material)、教 え(Precept)、資 格(Qualification)、
〈訓 練 に よ っ て 学 生 が 身 に つ け る 〉 役 割(Role)、技 術(Skill)があ る 。
8.表2の リス トに 掲 載 し て い な い 周 辺 的 フ レ ー ム 要 素 と し て 、 〈イ ベ ン トが 起 き る 〉
度 合(Degree)、描 写(Depictive)、期 間(Duration)、〈行 為 の 〉 様 態(Manner)、
〈行 為 の 〉 手 段(Means)、 〈行 為 の 〉 結 果(Result)が あ る 。
9.後 項 の ρπ鹿550γは 、教 育 ・教 授 フ レ ー ム の 中 核 的 フ レー ム 要 素 で あ る 「教 師 」 に
該 当 す る と 考 え られ る 。 例 え ば 、FNか ら 、"1f翻5gfη8η⑳ αPROFE550R〃o吻
Cβ励7f498、α7f5'o助8γR∫ck5,朋4πωβ5卿 ε7ン5んf塑ρ8げb7脚ηcθ."とい う事 例 が 観
察 で き 、 ρ7ψ5507とい う名 詞 は 、 中 核 的 フ レー ム 要 素 の 「教 師 」 と注 釈 が 付 け ら
れ て い る。
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